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地下水汚染対策事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 環境政策・放射能対策課

会計 小事大事

０１

目項

０４ ０１ ０５ ０１ ０１

対象

井戸の水質検査を実施し、所有者に結果を報告する。地下水汚染の現状を把握して早期対策に
結びつける。

当初は、調査井戸数が多かったが、汚染状況範囲が判明したことから対象井戸が６箇所に減少
している。自然由来でトリクロロエチレンが基準値超過箇所もあったことから、継続して観測
している。また、西初石地区の地下水汚染の調査を行っている地下水汚染防止対策事業との統
合を行った。

地下水の環境基準の適合

主管課長 染谷　忠美豊かで美しい生活環境の創造

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

井戸所有者 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

水質調査井戸数 8 6 25 箇所 →→

3 3

平成2７年度

155,520 925,344

0.50

箇所 →→5

982,800

155,520 925,344 805,800

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

3,610,520 4,690,344 4,415,300

・井戸水利用の減少
・水質汚染への関心の高まりから、今
後も継続して実態把握に努める。
・西初石地区の地下水汚染源について
は、平成２４年度に、地権者の強い意
向により浄化装置を撤去した。
・西初石地区の汚染源周辺では、区画
整理事業が進行している。

平成2６年度 平成2８年度

3,455,000 3,765,000 3,432,500

0.50 0.50

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

必要性や効率性の検証。

④今後の
改善計画

事務改善を行い経費の削減を図る。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した

取組

事務改善を行い経費の削減を図る。

地下水汚染防止対策事業との統合を
行った。


